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未就学児と親の交流事業�

（白根ほっとステーション）�

白根地区国際親善大運動会�

白根カーニバル�

人　口�１３，８９９人�

世帯数�５，５８８世帯� 高齢者数（率）� ２，２５７人（１６．２％）�

出生数�１２４人�

６歳未満児数（率）�７７２人（５．６％）�

子育て世代が多く、人口増加率の高い町があ
る地域です。�

上白根地域ケアプラザ地域�

懇談会開催日�

地域の主な福祉保健活動�

第１回目　平成１６年 ９ 月２５日�

第２回目　平成１６年１１月 ６ 日�

第３回目　平成１６年１２月２５日�

支えあい連絡会開催日�

第１回目　平成１７年 ４月２０日�

第２回目　平成１７年 ６月 １日�

第３回目　平成１７年 7月１１日�

第４回目　平成１７年 ９月１２日�

第５回目　平成１７年１１月１４日�

第６回目　平成１７年１１月２８日�

第７回目　平成１７年１２月１２日�

様々な取り組みや活動の中から、子育て支援、高齢者・障害者支援、世代間交流の�
３つの視点で主な活動を掲載しています。�
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地域懇談会で、これらの課題から取り組むことが話し合われました。�

懇談会参加者�

一般区民 民生委員・児童委員�

保健活動推進員 子育てグループ関係者�

保育園保護者 障害者　　　　　　�

障害者の保護者 地元病院ケースワーカー�

地元郵便局長 地元企業関係者�

地元スーパー店主 中学生 　　　�

中学校教員�

当面取り組む地域の課題�

地域での具体的な取り組み�

取り組みの目標・テーマ�

ネットワークに支えられるまち�

具体的な取り組み�

●防犯・防災対策のネットワークづくり�
●情報の確実な伝達�
●子育て支援のネットワーク形成�

子どもから高齢者まであらゆる世代が健康づく
りなどさまざまな活動に取り組むことによって、
地域内の各団体・機関・施設等とのネットワーク
を築いていきます。また、日々の関係性を向上さ
せ、地域内の助け合いを強化していきます。�

取り組みを進めるにあたっての大切にしたい点�
白根地区の抱える課題は、災害時の要援護者への対応や、子育て支援の充実にあります。
地域では様々な取り組みが行われており、それらを結びつけ、地域全体のパワーとして課題
解決に臨んでいくことが必要です。ネットワークの鍵を握っているのは自治会・町内会です。� 21



ネットワークに支えられる　　

現在の活動を相互に結びつけることによって地
域の課題は解決できる。�

防犯・防災対策の�
ネットワークづくり�

健康づくり�

子育て支援の�
ネットワーク形成�

情報の確実な伝達�
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　まち�

白根地区の抱える課題は、災害時の要援護者への対応や、子
育て支援の充実にあります。地域では様々な取り組みが行わ
れており、それらを結び付け、地域全体のパワーとして課題解決
に臨んでいくことが必要です。ネットワークの鍵をにぎっている
のは自治会・町内会です。�

◇要援護者への支援が必要�
◇避難場所を確認していく必要がある�

◇子どもから高齢者までが集い、健康づくりを兼ねた近所の顔
の見える関係づくりが必要�
◇あらゆる世代が心身ともに健康で活躍できる場や機会が必要�

◇子育てサークル・サロンに出てこない母親が心配�
◇子ども会の活動が停滞�
◇高校生のマナーに対する地域の支援が必要�
◇子育てに対する理解と支援が必要�

◇地域と学校との情報共有が必要�
　・ＰＴＡの活動�
　・学校の活動�
　・情報提供�
　・情報周知�

※この資料には、地域懇談会などで話し合われた地域の課題や取り組みの目標テーマを載せてあります。�
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